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背景・目的

・少子化や外遊びなどの運動機会の減少により、子供を取り巻く環境は大きく変化
しており、体の操作が未熟な幼児が増えていると言われています。

・運動に対する苦手意識や無関心は、幼児期から起こっていると言われており、
その後のスポーツ活動にマイナスの影響を及ぼしています。

幼児期の子供が楽しみながら体を動かせる「運動遊び」の機会を提供することで、
その後の自発的な運動習慣や運動能力の基礎を培い、
各地区の既存の小中高生向け事業への参加に繋げていきたいと考えています。

※神経機能の発達が著しい幼少期に多様な動きを経験することで、総合的な動きの
基盤が培われ、その後の専門種目での競技力向上にも繋がると言われています。



未就学児向け教室のイメージ（例）

■人数規模
10～30人程度

■実施時間
30～45分程度

■プログラム内容
多様な基礎的な動き（走る、跳ぶ、投げる、よける、転がる等）を
楽しみながら習得できる様々な「運動遊び」を組み合わせて実施

※「運動遊び」の例は、日本スポーツ協会（JSPO）の
「アクティブチャイルドプログラム(ACP)ガイドブック」で紹介されています。

※「運動遊び」のほかにも、主管団体の実施競技に関する要素を取り入れた
基礎的な運動を加えていただいても構いません。

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/（参考）JSPO公式サイトURL：
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https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/


「運動遊び」の具体例（JSPO公式サイトより）
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事業内容
■配分額
１団体あたり上限40万円
※各団体からの申請額を合計した結果、予算に残余がある場合は、
再配分の申請（特別申請）を受け付ける予定です。

※なお、この場合、１団体あたりの上限が40万円を超えることも可とします。

■実施回数
各地区で原則１回以上実施いただくことが望ましいです。
※小中高生向けの既存事業の前に組み合わせて、未就学児と一緒に
小中高生や保護者等も参加いただくなど、既存の場も活用して実施してください。

■対象科目
現行のジュニア育成地域推進事業と同じ
   例）謝金、交通費、印刷製本費、消耗品費、使用料・借上料、保険料

■未就学児向け指導者養成講習会
６月中に２回開催予定



事業実施の流れ
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指導者養成講習会

※６月中に２回開催予定

（講師はJSPOへ依頼予定）

参加申込

未就学児等向け
運動教室実施
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指導者紹介

■申請書等を作成する際は、必ず「未就学児向け事業」の指定様式を使用してください。

■TSPOが実施する「未就学児向け指導者養成講習会」を積極的に受講してください。

■指導者が見つからない場合は必要に応じて、TSPOへ指導者紹介を依頼してください。

※講習会受講修了者の希望とマッチングした場合にご紹介します。

参加申込

講習会の募集・周知 申請

必要に応じて 

地区体協・加盟団体 各地区で指導

交付決定

指導者紹介依頼 

マッチングした場合 
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①～④：講習会の流れ
Ⓐ～Ⓓ：申請の流れ



（参考）申請例 ※以下は例示です。各団体の状況に応じて申請内容を変更してください。

＜収入＞

科 目 金 額

1　　分　担　金 400,000 円 東京都分担金

2　　負　担　金 0 円 〇〇体育協会負担

3　　そ　の　他 円

合　　　計 400,000 円

＜支出＞

科 目 金 額

指導者謝礼 @ 5,000 × 1 人 × 2 回 10,000 円

アシスタント謝礼 @ 3,000 × 9 人 × 2 回 54,000 円

看護師謝礼 @ 15,000 × 1 人 × 2 回 30,000 円

指導者・アシスタント昼食 @ 1,000 × 10 人 × 2 回 20,000 円

２ 交 通 費 20,000 円 指導者・アシスタント交通費 @ 1,000 × 10 人 × 2 回 20,000 円

３ 宿 泊 費 0 円 @ × × 回 0 円

４ 印 刷 製 本 費 15,000 円 チラシ印刷費（A4カラー刷り） @ 10 × 750 枚 × 2 回 15,000 円

医薬品 @ 7,500 × 1 セット × 2 回 15,000 円

熱中症予防飲料（48本入り） @ 5,000 × 1 箱 × 2 回 10,000 円

フープ @ 250 × 20 本 × 2 回 10,000 円

会場使用料 @ 60,000 × 1 式 × 2 回 120,000 円

@ × × 回 0 円

７ 通 信 運 搬 費 0 円 @ × × 回 0 円

保険料（未就学児） @ 800 × 30 人 × 2 回 48,000 円

保険料（指導者等） @ 1,850 × 10 人 × 2 回 37,000 円

９ 雑 役 務 費 11,000 円 振込手数料 @ 550 × 10 人 × 2 回 11,000 円

分 担 金 支 出 計 400,000 円

10 分担金以外で
支出するもの

0 円 @ × 人 × 回 0 円

内　　　　容 備　考

内　　　　　容 計

１ 謝 金 等 114,000 円

８ 保 険 料 85,000

５ 消 耗 品 費 35,000

６使用料・借上料 120,000

合 計 400,000 円

円

円

円
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